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 現在、所沢センターでは、退所した孤児世代

帰国者（配偶者含む）に対して、アンケート調

査を実施している。目的は、定着地の高齢帰国

者に合った、或いは必要な「学習機会」を考え

るためだ。このようなアンケートにしてはきわ

めて回収率が高い。その理由として、就職して

いる人が少ないので時間的に余裕があること、

また、比較的最近（帰国２年以上５年以内）の

修了生に絞ったことが、センターの記憶も新し

く返信の動機を高くする要因になったと思わ

れる。しかし、何よりも大きな理由は、「訴え

たい」という強い思いのようだ。 

 経済的な窮状、中国へ残してきた養父母親戚

への思い、そして、閉ざされた現在の生活、孤

独・寂寞感、日本語という乗り越えられない障

壁、「日本人」になれない自分、周囲からも「一

日本人」と認めてもらえないという不全感、そ

して子ども家族の予想以上の忙しさ、それによ

り家族間のコミュニケーションが思ったよう

にいかないことに対する不満等、まだ回収の過

程であるが、多くの人が同じ訴えを繰り返して

いる。もちろん全員がその様なマイナス状態に

あるわけではない。60 歳を過ぎて中国での経

験を生かし、鍼灸師の資格を取り、将来は自分

で治療院を開業することを計画している人等、

日本での生活基盤を作り自己実現している人

もいる。しかし、このような人たちが少数派で

あることは確かである。 

 孤児世代の帰国者は今、「母なる祖国」であ

る日本の懐に戻ったつもりが、予想以上の様々

な「壁」にぶつかり疎外感を感じている人が多

い。実質的に引退生活を送る人が多い孤児世代

の帰国者は、日本社会の中での帰属先を得にく

い。日本人にとって老後の主な帰属先となる地

域社会も、高齢帰国者にとっては、そこに住ん

でいながら、入って行きたくても行けない「遠

い」存在となっている。高齢帰国者の将来を考

える時、地域社会への参加、住民とのコミュニ

ケーションの体験を通して「コミュニティ」の

一員であるという感覚が持てることは大切だ

ろう。それが、高齢帰国者が自分自身の存在感

をとり戻すきっかけにもなりうる。 

 「老後」問題は、日本に住み続けてきた人間

にとっても大きな社会的課題である。帰国者の

老後の問題を解決していくことは、それ以上に

複雑かつ難しいことだろう。しかし、様々なハ

ンディを抱え、閉塞感を抱える高齢帰国者が、

日本に帰国したこと、そして自らの人生を肯定

的に捉えられるような受け入れ社会作りを考

えることは、

私たちが早

急に取り組

むべき課題

である。 
 

 

 

 

 

 

 

〈巻頭言〉 孤児世代帰国者は定着地で何を思う孤児世代帰国者は定着地で何を思う孤児世代帰国者は定着地で何を思う孤児世代帰国者は定着地で何を思う 
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東北地方その④東北地方その④東北地方その④東北地方その④ － 福島県福島県福島県福島県 － 

Ⅰ．中国帰国者の概要と県の単独事業Ⅰ．中国帰国者の概要と県の単独事業Ⅰ．中国帰国者の概要と県の単独事業Ⅰ．中国帰国者の概要と県の単独事業    

 今までに、福島県に定着した帰国者は 182 世

帯、呼び寄せの家族を含めると約 600 名になり

ますが、近年、国費で福島県に定着する帰国者

の数は年々減少しています。定着先市町村とし

ては、郡山市、福島市がほとんどです。 

 帰国者のための県の単独事業としては、いわ

き市の文化センターで毎週月・金（10：00～12：

00）日本語教室を開いていて、現在３名が勉強

しています。また、国費の永住帰国者に対して

見舞金等にかわる生活援助として生活必需品

の現物支給を行っています。 

 

Ⅱ．福島県中国帰国者自立研修センターⅡ．福島県中国帰国者自立研修センターⅡ．福島県中国帰国者自立研修センターⅡ．福島県中国帰国者自立研修センター    

 福島県は中国帰国者が一日も早く地域社会

に定着し自立できるよう、平成７年８月に福島

県中国帰国者自立研修センターを開設し、管理

運営を中国帰国者自立支援協会に委託して５

年が経過しました。現在、８世帯 17 名が通所

学習中です。国費帰国者を中心に呼び寄せ２世

世帯等も受け入れています。８ヶ月間の学習修

了者は、老齢・病弱の人を除いてそれぞれ就職

し、自立生活を送っています。 

 

①日本語指導①日本語指導①日本語指導①日本語指導    

 月曜日から金曜日までと第１・３・５土曜日

の午前 9：00～11：50、初・中級の２クラスで

学習しています。 

 

②再研修②再研修②再研修②再研修    

 現在仕事をしている帰国者を対象に、毎週日 

曜日（午後 1：00～3：00）仕事に必要な会話を 

学習するコースを開き、初級Ⅰと初級Ⅱの２つ 

のクラスに分かれて学習しています。受講者は 

Ⅰ・Ⅱ合わせて 26 名です。また毎週日曜日の 

午前中（10：00～12：30）には、運転免許取得 

のための学科補習のコース（ＮＬ14 号で紹介） 

もあります。こちらの受講者は 14名で、両コ 

ースとも研修期間は１年間です。 

③生活指導・相談③生活指導・相談③生活指導・相談③生活指導・相談    

 週２回日本事情について講義を行っていま

す。また、日常生活の上で生じた問題について 

２名の生活指導員（日本語指導も兼務）が、随 

時相談に応じています。医療や住宅関係の相談 

が多いです。 

④就労指導・相談④就労指導・相談④就労指導・相談④就労指導・相談    

 郡山市の職業安定所の特別部門指導官を招

き、年１～２回の講話や年２～３回の企業見学 

研修を行っています。 

⑤地域住民との交流会⑤地域住民との交流会⑤地域住民との交流会⑤地域住民との交流会    

 センター主催行事としては、地元の農家から

招待を受けてもちつき大会を行ったり、県内の

名所旧跡に小旅行に出かけたりして、一般の日

本人とのふれあいの場を作っています。また、

郡山市の日中友好協会郡山支部と協力して、郡

山市内の美術館や消防署、市清掃センター（ゴ

ミ処理施設）の見学等を行っています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなところ・あんなところ・どんなところ？ 
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★★★★再研修の現場から再研修の現場から再研修の現場から再研修の現場から    

大阪ＹＷＣＡ大阪ＹＷＣＡ大阪ＹＷＣＡ大阪ＹＷＣＡ    
 

 大阪ＹＷＣＡでは、1996 年の秋から帰国者

の再研修クラスを開講し、私は 1998 年の春期

から現在まで講師をしています。私が担当をは

じめたころの学習者は３名で全員が女性でし

た。それから少しずつ学習者が増え、現在は３

クラス 21 名が和気あいあいと勉強しています。 

 当初の学習者３名のうち１名は体調不良が

原因で来られなくなってしまいましたが、あと

の２名は２年の再研修期間を無事に修了し、50

代のＵさんは地域の方に頼まれて帰国直後の

方のために通訳をしたり、中国語を教えたりし

て元気に活躍しているようです。また 20 代の

Ｃさんは職業訓練校に合格し、卒業後は就職し

て現在も時々、再研修クラスに顔を出してくれ

ます。 

 再研修クラスをスタートしてしばらくは、な

かなか学習者が増えず、思い悩んだこともあり

ました。そんなとき教務担当の方が、「だいじ

ょうぶ！一人でも、このクラスは続けますか

ら。」と言ってくれました。この言葉が私たち

の心の支えとなり、もっともっと学習者に必要

だと思ってもらえるような授業をしたいと、試

行錯誤を繰り返してきました。そして少しずつ

継続生が増え、少人数ながら第１期生を送り出

すことができ、日本の社会、そして地域に根を

おろしていくのを見られるのはとても幸せな

ことだと感じています。 

 2000 年秋期からは初級前半クラス、初級後

半クラス、中級クラスに分けて各クラス週に２

回、６時半から８時半まで勉強しています。学

習者は 20代から 30 代で、ほとんどが仕事を持

っており、男女比は各クラス平均すると半々ぐ

らいです。 

 初級クラスは『みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ』をベ

ースに、文法の正確さよりもコミュニケーショ

ンできる力、そしてコミュニケーションをとろ

うとする意欲を身につけることを目標にして

います。 

 学習が進むにつれて、クラスメートや教師を

笑わせるような面白い文を作ったり、意味のあ

る発話をしようとしたりする意欲が出てきて、

積極性のある楽しいクラスになっています。 

 中級クラスは『朝日新聞・読者の声』を使っ

て文法項目や読解力の増強、トピックに対する

意見述べ等を行い、また聴解練習や日本語能力

試験２級の問題で知識の確認などもしていま

す。今の日本で話題になっていることや、それ

に対する一般的な日本人の考え方を知りたい

という学習者の要望も取り入れたコースです。 

 授業以外には、約３ヶ月１クールの授業が終

わるごとに学習者・講師・教務が参加して、日

本語でおしゃべりする茶話会を開いたり、今年

の春は本研修のクラスと合同で家族と一緒に

淡路花博へバス遠足に行ったりと、息抜きがで

きる機会もつくりました。 

 「中国では１ヶ月仕事を休むのも大丈夫！朝

からビールを飲むのも大丈夫。（笑）でも日本

の仕事は本当に厳しい…。」と、クラスに来る

ために他の曜日は毎日残業しているＮさんが

言いました。慣れない新しい環境の中で働き、

疲れているにもかかわらず続けて通う学生た

ちは、日本語の上達だけではなく他の何かを求

めてクラスに来ているのではないかと思いま

す。同じような環境でがんばるクラスメートや、

じっくり彼らの話に耳をかたむける教師と語

らうときの彼らの表情を見て、少しでも日本社

会で生活するストレスや不安などが軽減され

るようにと願い、しっかり目標はもちながらも

ノルマや達成度に振り回されることなく、学習

者がリラックスして学びたいことを学べるコ

ースにできるように努力していきたいと思っ

ています。（再研修クラス担当：永晶子）

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュニュニュニュ    ーーーー    スススス    記記記記    事事事事    かかかか    らららら（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ12.4.2012.4.2012.4.2012.4.20～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ12.9.812.9.812.9.812.9.8））））    

 05.19 中国帰国者支援策見直し 厚生省が検討会発足へ 
 05.25 外国人児童生徒が集中化傾向で文部省調査   ２割弱、日本語教わらず 
 06.22 サハリン残留邦人に厚生省が面談実施を計画 
 06.30 残留孤児肉親探し日中共同調査 
 07.28 長崎県自立研修センターが閉所 
 07.29 大阪のセンターが中国残留孤児養育のお礼に文房具を送る 
 08.09『ともちゃんのおへそ』出版 実話をもとに絵本。「ともちゃん童子」の像も 
 08.25 帰国中国孤児の「支援・交流センター」新設へ  厚生省、来年度概算要求 
 09.08 厚生省、帰国者の生活実態調査報告発表 

地地地地    域域域域    情情情情    報報報報        ア・ラ・カルトア・ラ・カルトア・ラ・カルトア・ラ・カルト    
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★地域でのとりくみ★地域でのとりくみ★地域でのとりくみ★地域でのとりくみ    

 『藤ノ木コミュニティハウス』―京都向島団地『藤ノ木コミュニティハウス』―京都向島団地『藤ノ木コミュニティハウス』―京都向島団地『藤ノ木コミュニティハウス』―京都向島団地－－－－    

 「日本語教室を開きたい」、『藤ノ木コミュニ

ティハウス』の活動は、団地主婦達のこうした

声から始まりました。京都伏見区向島の公営団

地には多くの中国帰国者・定住外国人が住んで

いますが、主婦達は彼らが言葉や習慣の違いか

ら地域にうまく馴染めないでいるのを見て、向

島で日本語教室を開きたいと強く思ったとい

います。そこで地元伏見のＮＰＯ「多文化共生

センターきょうと」と協力して、昨年 11 月か

ら毎週土曜日に向島藤ノ木小学校で受講者 50

名（ほとんどが帰国者）、日本語教師 10 名、ボ

ランティア５名で日本語教室を始めました。 

 教室では日本語を学ぶ他に、地域の人達との

交流を重視してこれまでに交流イベントを開

いたり、地域の消防署に来てもらって中国語に

よる防災訓練などを実施したりしてきました。

しかし、教室の存在によって交流は次第に進ん

でいるものの、団地内ではまだまだささいな摩

擦が多く生じていました。そこで、地域の人に

ももっとコミュニケーションをとってほしい

と願い、中国語教室（毎週土曜日）を開き、更

に今年の８月からは互いの文化・習慣や地域の

ルール等を学び合う地域理解教室（毎月１回）

を開くことにしました。これは双方が一つの場

所で輪になって話し合うことで、理解を深め合

うのが目的です。 

 今後は従来の活動に加えて、地元の小・中・

高校、大学の国際理解教育にも定住外国人との

交流を積極的に働きかけていこうと考えてい

ます。また、帰国者・定住外国人の中には家に

引きこもりがちで精神的ケアが必要な方もい

るようですので、料理教室や中国語教室等を開

き、彼ら自身が積極的に地域社会で活動できる

力をつけるための活動や、「医療相談会」等も

展開していこうと考えています。 

 『藤ノ木コミュニティハウス』は、地域全体

が互いに理解し合えるきっかけをつくる場と

なることを目指して活動しています。 

 

 問い合わせ先：多文化共生センターきょうと 

 〒612-8152 

 京都市伏見区瀬戸物町７３２ピックドワン１F 

  TEL 075-604-5625 

  E-mail：cmia-k@mbox.kyoto-inet.or.jp 

  重野亜久里（藤ノ木コミュニティハウス 

  中国関係コミュニティ担当）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

    

                                ★★★★        各地の日本語ネットから各地の日本語ネットから各地の日本語ネットから各地の日本語ネットから    
    

①愛知「日本語教育リソースルーム」オープン①愛知「日本語教育リソースルーム」オープン①愛知「日本語教育リソースルーム」オープン①愛知「日本語教育リソースルーム」オープン    
  愛知県国際交流協会（http://www.pref.aichi.jp/aia）と東海日本語教育ネットワーク

（http://www8.freeweb.ne.jp/school/tnnwk/）は、昨秋よりリソースセンター設立に向けて話
し合いを重ねてきたが、このたび「日本語教育リソースルーム」がオープンした。単なる資料室と
してではなく、関係者が情報交換したり勉強会を開いたりする場として活用されることを目指し
ている。 

活動日：火・土曜日 午後 1：30～5：00 
連絡先：TEL 052-961-1760   052-961-7904（活動時間以外） 

②「ひょうご日本語ネット」設立②「ひょうご日本語ネット」設立②「ひょうご日本語ネット」設立②「ひょうご日本語ネット」設立    
  兵庫県下の五つの団体が情報交流を目的としてネットワークを設立した。今年４月にはホームペ

ージ（http://www.hyogo-ip.or.jp/hnn/index.html）も開設し、メーリングリストも運営している。 
  連絡先：兵庫県国際交流協会協力課 担当 五明田・栗林 

TEL 078-230-3260 FAX 078-230-3280 

③「日本語ネットワーク佐賀」③「日本語ネットワーク佐賀」③「日本語ネットワーク佐賀」③「日本語ネットワーク佐賀」    
  98 年、「日本語ボランティア講座」の受講生が中心となって活動を始めた。中国帰国者の居住

地域に日本語教室を開設、運営している。「中国残留孤児援護基金」へ助成金を申請し、教材を
購入した。現在、毎週金曜日 19：30～21：00 教室を開いている。常時参加者は約 10名で、ボラ
ンティアは 20 名が登録している。また、佐賀県国際交流協会の委託を受けて在住外国人対象の
日本語教室も運営している。近日中にホームページ開設の予定。 

  連絡先：事務局 古川 恵子 Ｔ／Ｆ 0952-24-9313 
                Ｅmail keiko615@po.saganet.ne.jp 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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★厚生省から★厚生省から★厚生省から★厚生省から    

    行行行行    政政政政・・・・施施施施    策策策策    

１．「中国帰国者支援に関する検討会」１．「中国帰国者支援に関する検討会」１．「中国帰国者支援に関する検討会」１．「中国帰国者支援に関する検討会」についてについてについてについて    

 厚生省社会・援護局は、本年５月より今後の中

国帰国者自立支援対策に資するため、関係各方面

の有識者からなる「中国帰国者支援に関する検討

会」を開催しており、年内を目途に意見のとりま

とめを行う予定です。 
 

(１)「検討会」開催の背景 

①孤児の肉親捜しについては戦後 55 年を経過

し、中国残留孤児に関する客観的資料が乏し

くなる一方、高齢化に伴い、身体的負担も増

加してきていること等から、平成 11 年度を

もって集団訪日調査を終了し、訪中調査に切

り替えるなど、中国残留邦人対策全般にわた

る見直しを行う必要があること。 

②また、帰国者の抱える問題としては、次のよ

うなものがあり、今後の自立支援対策のあり

方について、学識経験者、ボランティア、自

治体関係者等の参加を得て検討を行うもの

である。 

 ・帰国者自身の高齢化にともない、言葉や生活

習慣の相違を克服することができず、その結

果日本社会への適応や就職が難しく、安定し

た生活を営むことが困難となってきている

こと。 

 ・中国残留邦人に同伴して帰国した２世・３世

がなかなか就職できないこと。また、日本社

会への不適応にともなう家庭内における問

題の発生や、社会的事件に巻き込まれるケー

スが見られるようになってきていること。 
 

 

(２)中国帰国者支援に関する検討会の構成（五十音順） 

  相原和子  国際医療福祉大学助教授 

  庵谷 磐  中国帰国者問題同友会代表幹事 

  和泉清一  中国帰国者三互会会長 

（副座長）   

  加藤栄一  国民年金基金連合会理事長 

  香山磐根  中国残留孤児問題全国協議会理事長 

  五代利矢子 評論家 

（座長） 

  坂巻 煕  淑徳大学教授 

  佐竹智雄  埼玉県健康福祉部社会福祉課長 

  関口和子  自立指導員 

     （千葉県自立研修センター通訳兼相談員） 

  永井真由美 中国帰国者 

      （（財）中国残留孤児援護基金職員） 

  宮川晴子  神奈川県福祉部生活援護課長 

(３)主な検討課題 

①日本語修得について 

②就労支援対策について 

③高齢化した帰国者への対策について（同

伴した家族による扶養の確保等） 

④ボランティア団体等による支援との連携

について 

⑤今後の帰国者の推移を踏まえた効果的な

支援のあり方 
 

２．２．２．２．中国残留中国残留中国残留中国残留日本人日本人日本人日本人孤児の孤児の孤児の孤児の訪中調査訪中調査訪中調査訪中調査についについについについてててて    

①平成 12 年３月 29 日に日中両国政府で取り

交わされた｢中国残留日本人孤児の訪日肉

親捜しの今後の実施方法に関する口上書｣

に基づき、平成 12 年７月からの約３週間、

初めての訪中調査を行いました｡これは、肉

親調査の早期完了を目的として､３班編成

の調査団を中国の７カ所の都市に派遣し､

厚生省職員と中国の担当官とが共同して、

集中的な調査（共同調査）を実施したもの

です。調査対象者は孤児申立者 35 人、証言

者 41 人の計 76人でした。 

②訪中調査によって日中双方で日本人孤児と

認めた者については、本年９月、肉親捜し

の手がかりとなる資料を日本全国に公開

し、広く肉親に関する情報を収集（情報公

開調査）することとしています。その情報

公開調査などにより肉親からの対面の申し

出があった孤児については、本年 11 月、訪

日対面調査を行う予定です。なお、情報公

開調査を行った孤児は、訪日対面調査に参

加しなくても、本人が希望する場合は、一

時帰国又は永住帰国することができること

としました。 
 

３．３．３．３．中国帰国者自立研修中国帰国者自立研修中国帰国者自立研修中国帰国者自立研修センターセンターセンターセンターの閉所の閉所の閉所の閉所についてについてについてについて    

 昭和63年６月の開所以来12年余にわたり、

日本語指導や就労指導などをとおして中国帰

国者とその家族が地域に定着するための役割

を担ってきた長崎センターは、本年８月 31日

をもって閉所しました。今年度については、

本年９月末日に静岡県、同12月末日に兵庫県、

平成13年３月末日に岩手県の各センターを閉

所する予定です。 
 

４．４．４．４．残留日本人孤児の身元の判明残留日本人孤児の身元の判明残留日本人孤児の身元の判明残留日本人孤児の身元の判明についてについてについてについて    

 第 13 次（昭和 61 年 10 月）の訪日調査に参

加した一人の身元が判明しました。 
 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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★文化庁から★文化庁から★文化庁から★文化庁から    

平成平成平成平成 12121212 年度「文化庁日本語教育大会」年度「文化庁日本語教育大会」年度「文化庁日本語教育大会」年度「文化庁日本語教育大会」    
（－エル・ネットで全国五か所を結んだ（－エル・ネットで全国五か所を結んだ（－エル・ネットで全国五か所を結んだ（－エル・ネットで全国五か所を結んだ    

        セミナー、シンポジウムなど－）セミナー、シンポジウムなど－）セミナー、シンポジウムなど－）セミナー、シンポジウムなど－）    

 文化庁（国語課）では、８月 21 日、22 日
の両日、「21 世紀の日本語教育の在り方を考
える－日本語教員養成問題を中心として－」
という全体テーマで「文化庁日本語教育大会」
を開催しました。本大会は今回で六回目を迎
えましたが、日本語教育の水準の向上とその
推進に資することを目的に、地域日本語教育
セミナー、シンポジウム、研究協議会を集中
的に開催しているものです。 
 今年度は、大会初の試みとして、エル・ネ
ット（教育情報衛星通信ネットワーク）を利
用し、虎ノ門ホールを拠点に全国五か所（静
岡県、福岡県、愛媛県、仙台市の教育センタ
ー、京都府の佛教大学）を衛星通信で結び、
双方向通信（一部片方向通信）により開催さ
れました。 
 一日目は、文化庁で実施している地域日本
語教育事業の事例報告等を基に、「今後の地域
日本語学習支援者の養成の在り方を考える」
というテーマの「地域日本語教育セミナー」
が、また午後からは、「未来を支える日本語教
員養成の在り方について考える」をテーマと
してのシンポジウムが開かれ、虎ノ門ホール
と上述の全国五か所の会場を結んで熱心な協
議が行われました。音声や画面切り替えなど、
いくつかの問題点や課題は指摘されたもの
の、臨場感や一体感などの点で概して好評だ
ったようです。 
 二日目は、全体テーマに対応した「日本語

教育研究協議会」が開催され、「日本語教員養

成の今後の在り方について」「多様なニーズに

応じた教材用素材の提供、教材開発・利用に

ついて」「日本語教育のための試験の在り方に

ついて」の三つの分科会が開かれ、事例報告

や文化庁の報告書（「日本語教育のための教員

養成について」）等に基づきながら活発な協議

が展開されました。（文化庁国語課 野山 広） 

★文部省から★文部省から★文部省から★文部省から    

『平成『平成『平成『平成 12121212 年度外国人子女等日本語指導講習会』年度外国人子女等日本語指導講習会』年度外国人子女等日本語指導講習会』年度外国人子女等日本語指導講習会』
についてについてについてについて    
 去る７月 24 日から８月４日にかけて、文部省
主催により（財）海外職業訓練協会を会場に標
記の講習会が開かれました。 
 この講習会は、地域での日本語指導要員を養
成する目的で、学校で日本語指導を担当してい
る教員や日本語指導担当の指導主事を対象に平
成５年度より行われているものです。本年度は
都道府県から推薦を受けた64名の教員及び指導
主事が参加しました。 
 講習会のカリキュラムは、日本語指導法に関
わるものと国際理解に関わるものに大きく分か
れています。日本語指導法に関わる科目として
は、文法・音声・文字表記などの語学関係や教
科科目を踏まえた日本語教授法、日本語力評価
法などの講義がありました。国際理解に関わる
科目としては、カウンセリングや日本と中国の
文化的違いを扱った異文化理解の科目などがあ
りました。 
 昨年に引き続き中国帰国者定着促進センター
講師（池上摩希子先生）による「定着促進セン
ターにおける日本語指導」について講義をして
いただきました。多くの研修生は、定着促進セ
ンターの体系的な日本語指導カリキュラムとそ
の内容に感心していました。 
講義の他に、文部省から中国等帰国孤児子女

教育研究協力校指定を受けた埼玉県の岩槻市立
桜山中学校の中山教諭、大宮市立七里小学校の
小山教諭から日本語指導に関わる実践的な研究
成果について事例発表をしていただきました。 
 この他、研修生が５～６名のグループに分か
れて、教師、児童に扮した模擬授業の発表が行
われました。この模擬授業の準備は半日程度し
かなかったのですが、短時間にもかかわらずと
ても創意に富んだ教材を作成し、それらを活用
した授業はさらに工夫されていました。 
 さらに、文部省が開発を委嘱していた日本語
指導教材『マルチメディア教材 にほんごをまな
ぼう』を活用した演習も行われました。 
 受講された先生方は、講習の成果を早速２学

期から生かすことになります。地域の日本語担当教

員への指導的役割を果たしていただくと共に、

それぞれが担当する子どもたちへの日本語指導

に講習の成果が還元されることを期待します。 

★援護基金から★援護基金から★援護基金から★援護基金から    

１．平成１．平成１．平成１．平成 13131313 年度就学援助について年度就学援助について年度就学援助について年度就学援助について    
 援護基金では、中国残留邦人本人、その配偶者及び二・三世が高等学校、大学、専修学校で就学す

る場合の就学資金を貸与しています。また、日本財団の助成事業として、帰国後３年以内の二・三世

を対象に、大学等に入学するために必要な教育課程を設置している日本語学校への就学資金の援助を

行っています。平成 13年度についても募集を行います。 
２．中国引揚者子女の大学受験特別枠について２．中国引揚者子女の大学受験特別枠について２．中国引揚者子女の大学受験特別枠について２．中国引揚者子女の大学受験特別枠について    
 都立深川高校作成の資料をもとに 10 月過ぎには、問い合わせに応じられます。 
 問い合わせ先： 財団法人 中国残留孤児援護基金   TEL 03-3501-1050 
 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-5-8 オフィス虎ノ門１ビル７階 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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★★★★「異文化間教育学会」第「異文化間教育学会」第「異文化間教育学会」第「異文化間教育学会」第 21212121 回大会回大会回大会回大会    
 5 月 26 日～28 日、標記の大会が青山学院大

学で開かれました。中国帰国者や定住外国人に

関する発表としては、｢バイリンガル教育の可

能性－中国帰国生の大学進学との関連におい

て－｣と題した大阪の上神谷高校の取り組み、

｢在日ベトナム系青年たちのエスニック・アイ

デンティティ｣を巡る研究や｢地域の日本語教

室における異文化に関わる問題点－教授者は外

国人居住者にどんな日本語を教えたいか－｣など

がありました。 

 その中で２日目の｢異文化接触研究再考：ベ

リー博士を囲んで｣というラウンドテーブルで

は、日系ブラジル人、中国残留婦人、日本国内

の国際学校出身者という異なる背景を持って

日本に定住しているグループの事例が紹介さ

れました。中国残留邦人については世界的に見

て特殊な例と日本では考えられてきましたが、

異文化接触研究が専門のベリー博士によって、

戦後数十年を経てロシアからフィンランドへ帰

国した人たちという、中国残留孤児と共通点の

ある事象とそれに関わる研究の存在が指摘さ

れました。“帰国”した青年たちのエスニック・

アイデンティティにまつわる研究など、日本社会

にとっても参考とし得る研究が行われているよ

うです。その方面の知識の全くない報告者とし

ては他地域・他分野の蓄積に学ぶことの必要性

を感じさせられました。（所沢センター 安場） 

 

 

 

 

 

 
    

★★★★『文化庁日本語教育研究協議会』（『文化庁日本語教育研究協議会』（『文化庁日本語教育研究協議会』（『文化庁日本語教育研究協議会』（8888／／／／22222222））））    
 

 

 

 

 

 

 
 

研研研研    修修修修    会会会会    

今回は３つの分科会のうち、特に人気の高かっ

た第２分科会「多様なニーズに応じた教材用素

材の提供、教材開発・利用について」に関して

紹介します。 

この分科会では 80 名の定員に対し当日 150

名近い参加者が詰めかけ、会場からは教材に対

する地域支援者の熱い期待が伝わってきまし

た。まず文化庁の野山氏から、本年度新たにイ

ンターネット上に立ち上げようとしている「日

本語教育支援総合ネットワーク」について、そ

の構築の理念や活用方法が紹介されました。文

化庁は国立国語研究所の協力を得て、地域支援

者から求められる情報や教材の素材を収集し、

データベース化してネットワーク上で公開す

るそうです。ネットに登録した人なら自由に検

索し、引き出して教材作りなどに役立てること

ができます。所沢センターの『同声・同気』な

ど、既存のホームページとリンクすることによ

っても、より多くの情報流通や相互協力が可能

になるだろうとの構想が示されました。 

 次に、来春このネットワーク上で公開予定の

素材型教材として、国際日本語普及協会の関口

氏が紹介したのが『リソース型生活日本語』で

す。生活する上で必要な行動目標を６つの枠組

みに分類した上で、個々の具体的な行動目標を

達成する過程で必要となる指導項目を、カード

形式で整理しています。例えば宅急便で荷物を

送るという行動を実現するために、窓口での会

話場面と申し込み書の記入場面が設定され、必

要となる教材（記入用紙）や語彙・表現が整理

されています。素材から教材化するノウハウ

については、前述のネットワークを通じて専

門家からのアドバイスが得られるようにした

いそうです。 

この他に国立国語研究所からはレベル別

「映像教材リスト」の紹介。桜美林大学国際

教育センター松下氏からは「グローバル教育

のための日本語教材を」というテーマでの報

告がなされました。松下氏からは、素材の提

供や教材開発に関する提言として、①教師以

外の支援者が使えるもの②時間・お金の少な

い人が使えるもの③社会教育（学校・地域・

世界）の視点から、交流を促し、話題・問題

を共有するためのもの④関連分野、特にグロ

ーバル教育（開発・多文化・地球市民・異文

化・人権・平和・情報などの教育）や小中学

校・高校との連携、といった意見が出されま

した。 

 後半の協議の中では、「１週間に１回 90 分

という限られた時間で学ぶ人のために、１回

完結のユニット型教材を」「生活に必要な語彙

に重点を置いた教材を」「どうして国研のビデ

オ教材は高いの？」「初級レベルでも気持ちを

表現できる教材を」「学齢期の子どものための

学科補習教材がもっと必要」「学習者には法律

関係の知識が不足している」など参加者から

の教材や情報をめぐる切実な声が聞かれまし

た。日本語教育機関をはじめ、教材を提供す

る側にとっては課題の重さを痛感させられる

時間となりました。（所沢センター 平城） 
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◆◆◆◆『中学生の日本『中学生の日本『中学生の日本『中学生の日本語語語語－文法と聞き取り練習－文法と聞き取り練習－文法と聞き取り練習－文法と聞き取り練習』』』』    

    中国語の読み書きが出来る子どもたちを対

象にした、初めて日本語を学ぶ中学生のため

の教材です。長い間地域の日本語ボランティ

アとして中国帰国者の日本語学習に関わって

きた著者が、子どもたちが早く学校生活に慣

れるよう学校場面を中心に、まず何よりも聴

解力をつけることを目標に構成しています。

文法事項等の中国語の解説には日本語訳もつ

いています。また別冊ですが日本人協力者用

の手引き（日本語のみＢ５版 60 ページ）もあ

ります。お問い合わせはハガキまたは FAX で

お願いします。 

  Ｂ５版 365 ページ 

 〒〒〒〒546546546546----0035003500350035            

        大阪市東住吉区山坂大阪市東住吉区山坂大阪市東住吉区山坂大阪市東住吉区山坂 4444----15151515----1111    

        斎藤斎藤斎藤斎藤    裕子裕子裕子裕子     FAX FAX FAX FAX    06060606----6607660766076607----5923592359235923    

◆◆◆◆『かんじ『かんじ『かんじ『かんじ    だいすき（一）だいすき（一）だいすき（一）だいすき（一）    

        ～日本語を学ぶ世界の子どものために～～日本語を学ぶ世界の子どものために～～日本語を学ぶ世界の子どものために～～日本語を学ぶ世界の子どものために～』』』』    
 子どものための漢字入門教材で、扱っているのは

小学校１年生の配当漢字 80 字です。所沢センターの

今期（62期）の小学校低学年クラスは中国から来た

子どもばかりですが、漢字圏の中国から来ていても、

低学年の子どもの場合、非漢字圏から来た子どもと

ほぼ同様のアプローチで漢字の学習を進めることに

なります。今回、そのようなクラスで使ってみました。 

漢字の意味は各課の扉で絵を使って導入され、そ

の後の書き練習や読み練習のページにもイラストが

必ず出てきて、子どもたちの印象に残るように工夫

されています。このイラストは、子どもたちが大好

きなぬりえの作業にも利用できます。音訓が別々に

導入されているのも小さい子どもには負担が少ない

ようです。しかし、11課くらいになると一つの課で

導入される漢字の数が増え、抽象的な意味の漢字が

出てくるため、６・７歳の子どもには絵を見ただけ

では意味がピンとこないことがある点で、教師側は

提示の仕方を工夫しなければならないでしょう。 

９月には小学校２年生の配当漢字を扱った第２弾

が出るそうで、発刊が待たれます。 

    Ｂ５版 100 ページ 1000 円 

    社団法人 国際日本語普及協会 
◆◆◆◆『聴くことの場『聴くことの場『聴くことの場『聴くことの場    認めあうことを願いつつ認めあうことを願いつつ認めあうことを願いつつ認めあうことを願いつつ    

            語った「わたし」たちのラブコール語った「わたし」たちのラブコール語った「わたし」たちのラブコール語った「わたし」たちのラブコール』』』』    

 本書は｢わたしのこと｣シリーズ part1 として、神
奈川県国際交流協会が発行した小冊子で、神奈川の
若いボランティアグループ｢エスニック集団｣のメン
バーたちのフリートーク記録です。｢エスニック集
団｣は文字通りマルチ・エスニックな青年たちのグル
ープで、「在日コリアン」、イラン人、｢中国帰国者｣、
カンボジアからの｢定住難民｣、上海から来た中国人
の息子、｢日系｣南米人、学校から排除された在日｢日
本人｣… 相異なる異文化体験を身体に刻み込んで
きた彼ら(以上、前書きから)」が語る青春の思念想
念邪念??etc の渦巻くてんこもり、と言ったら失礼で
しょうか。 
 ｢エスニック集団｣は外国人のこどもたちのエンパ
ワーメント（力を持たせること）を目的とした｢エス
ニックキャンプ｣を主催しています。このキャンプは
1993 年に神奈川のボランティアグループ｢ソナの会｣
と県国際交流協会が行って以来、協会の主催で５年
間行われてきたものですが、99 年にはそれまでこの
キャンプに関わってきた元？子どもたちである青年
たち自身の手で行われるようになったものです。 

 なお、タイトルの『聴くことの場』はミラノの社

会学者アルベルト・メルッチの『聴くことの場所～

青少年への助言』から取ったそうです。 

 Ｂ５版 48 ページ 300 円 
 定価定価定価定価 300300300300 円＋送料円＋送料円＋送料円＋送料 200200200200 円＝円＝円＝円＝500500500500 円を郵便局の円を郵便局の円を郵便局の円を郵便局の    
    振替口座（振替口座（振替口座（振替口座（00280002800028000280----4444----49894498944989449894）に振り込めばＯＫ）に振り込めばＯＫ）に振り込めばＯＫ）に振り込めばＯＫ    
    名義は｢神奈川県国際交流協会資料係｣名義は｢神奈川県国際交流協会資料係｣名義は｢神奈川県国際交流協会資料係｣名義は｢神奈川県国際交流協会資料係｣ 

★★★★2000200020002000 年度「豊能地区外国からの年度「豊能地区外国からの年度「豊能地区外国からの年度「豊能地区外国からの    

子どものための進路説明会」（大阪子どものための進路説明会」（大阪子どものための進路説明会」（大阪子どものための進路説明会」（大阪））））    

日程：12月 17 日（日） 

   12：30～13：00 受付 

   13：00～15：00 進路説明会 

（中学校卒業後の進路、高校、入学試 

 験、先輩の話や質疑応答） 

   15：00～   交流会 

会場：とよなか国際交流センター 

TEL：06-6843-4343 

対象：在日外国人中学生と保護者、各 

 中学校の担任および進路担当者等 

通訳･資料：参加者の必要な言語に対応 

問い合わせ先：豊中市外教事務局 

  豊中市立克明小学校 山岡邦美 

  TEL 06-6841-0021 

教教教教    材材材材・・・・教教教教    育育育育    資資資資    料料料料    
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◆◆◆◆『医療通訳養成講座『医療通訳養成講座『医療通訳養成講座『医療通訳養成講座    標準テキスト』標準テキスト』標準テキスト』標準テキスト』    
桑山紀彦著〈国際ボランティアセンター山形(Ｉ

ＶＹ) 外国人医療センター〉 

 医療通訳は、地域の外国人の基本的人権を守

り多文化共生社会を築いていくために欠かせな

い仕事です。本書はもともとＩＶＹの医療通訳

養成講座で講義や演習の際に用いられたものな

ので、これを読むことでノウハウがすべて身に

付くというものではありませんが、地域で医療

通訳を養成するための講座を企画しようとする

人や、自分たちの医療通訳技能を高めるために

勉強会を持ちたいと考えているグループにとっ

て、大変参考になるものです。内容は、基本と

なる心構え、通訳に必要な技能やコツ、日本の

保険医療システムについての知識、そしていく

つかの外来模擬場面から構成されています。 

 Ａ４版 22 ページ 

 問い合わせ先：ＩＶＹ問い合わせ先：ＩＶＹ問い合わせ先：ＩＶＹ問い合わせ先：ＩＶＹ    

    TELTELTELTEL    023023023023----634634634634----9830983098309830    月～金月～金月～金月～金    1111：：：：00000000～～～～5555：：：：00000000    

    FAXFAXFAXFAX    023023023023----634634634634----9884988498849884 

◆◆◆◆『子どもと予防接種『子どもと予防接種『子どもと予防接種『子どもと予防接種＝＝＝＝病気と予防接種＝病気と予防接種＝病気と予防接種＝病気と予防接種＝』』』』 
  言語別１冊 150 円 

  Ｂ６判、20 ページ 

 国によって異なる子どもの予防接種につい

て帰国者や在日外国人に理解してもらうため、

愛知県の小児科医が作成した６カ国語（日本

語、中国語、フィリピン語、英語、スペイン語、

ポルトガル語）による翻訳小冊子である。 

 本冊子では定期接種と任意接種との違い、ワ

クチンの種類、接種前後の注意、それぞれの予

防接種を受ける年齢、回数、間隔などが、わか

りやすく解説されている。 

◆『予防接種と問診表―外国語版―』『予防接種と問診表―外国語版―』『予防接種と問診表―外国語版―』『予防接種と問診表―外国語版―』    
  ６カ国語訳集１冊 1500 円。 

  Ａ４判、53 ページ 

 これは医療関係者向けに、各予防接種の問診

表を６カ国語に翻訳したものである。 

 この二冊は、帰国者や在日外国人の予防接種

への不安や疑問などを解決するのに大いに役

立てられそうだ。 

問い合わせ先：片山こどもクリニック問い合わせ先：片山こどもクリニック問い合わせ先：片山こどもクリニック問い合わせ先：片山こどもクリニック    

〒〒〒〒487487487487----0034003400340034    春日井市白山町春日井市白山町春日井市白山町春日井市白山町 8888----2222----6666    

            TELTELTELTEL    0568056805680568----51515151----3907390739073907            

            FAXFAXFAXFAX    0568056805680568----52525252----0072007200720072 

★★★★「第「第「第「第 46464646回全国夜間中学校研究大会」回全国夜間中学校研究大会」回全国夜間中学校研究大会」回全国夜間中学校研究大会」    
日程：2000 年 12 月７日（木）８日（金） 

会場：千葉県市川市文化会館 

問い合わせ先：東京都荒川区立第九中学校 

       夜間学級 

       飛田 TEL 03-3892-4177 

◆『ボランティア教室ガイド東京◆『ボランティア教室ガイド東京◆『ボランティア教室ガイド東京◆『ボランティア教室ガイド東京    2000200020002000』』』』    
    94年、97年に続き３冊目が発行されました。

今年４月のデータに基づいています。教室の

開催曜日・時間帯別の索引が付いていて便利

です。 

 東京ボランティアネットワーク編集・発行 

 TEL 03-3235-1171 FAX 03-3235-0050 

◆◆◆◆『奇妙な『奇妙な『奇妙な『奇妙な時時時時
と

間間間間
き

が流れる島が流れる島が流れる島が流れる島    サハリン』サハリン』サハリン』サハリン』    

この本は著者が何の予備知識も持たないまま

に、サハリン行きの船に乗ったところから始ま

る。ユジノサハリンスクを「豊原」と言われて

分からなかった著者の１週間のはずだった旅

は、サハリン島の人たちとの交流によってあし

かけ６年になった。繰り返し出てくるように、

サハリンは「日本人には忘れられてしまった」

島なのだろうか。ニヴヒのような先住民族をは

じめ、タタール、ポーランド、朝鮮、そして日

本、と、ロシア人だけでなく多くの民族が生活

している。終戦の混乱で帰れずに今も故国日本

や朝鮮、韓国に帰ることを願い続ける人がいる

一方で、自ら「帰らない」という選択をした人

もいる。それぞれが事情を抱え、民族の誇りを

持ち、互いに助け合って暮らしている。この本

には、その事情や背景がわかりやすく書かれ、

初心者にお薦め。タイトルの「奇妙な時間」と

は「止まった時」かと思うが、読み進むうちに

そうではないことがわかる。あとがきで解き明

かされているように、今も過去が消え去らず、

現在とねじれ合って流れている、それがサハリ

ンの奇妙な時間。けれども、それは同時にサハ

リンの人たちの優しさや強さにつながってい

る。このような歴史を持つサハリン。その将来

に強く惹かれた。 

 田中水絵著 凱風社 1800円    
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                                            所所所所    沢沢沢沢    セセセセ    ンンンン    タタタタ    ーーーー    からからからから    
Ⅰ．『中国帰国者定着促進センター紀要』第８号発行Ⅰ．『中国帰国者定着促進センター紀要』第８号発行Ⅰ．『中国帰国者定着促進センター紀要』第８号発行Ⅰ．『中国帰国者定着促進センター紀要』第８号発行    

１．所沢センター、99 年度のプロジェクトおよび 97 年度に開始したプロ

ジェクトについてまとめたもの３篇 

 ●事例報告；自学自習をベースにした遠隔学習「通信コース」の試み 

 ●高齢化する帰国者の「学習機会」を考える－「サロンコース」の試み

を通して－ 

 ●望まざる「飛び級」－子どもの編入学年問題を巡る事例調査報告－ 

       資料１ センター退所生（児童生徒）編入統計資料 

       資料２ 〈子ども追跡調査〉中間報告 

２．所沢センター〈子どもコース〉の取り組みに関するもの２篇 

 ●帰国児童・生徒クラスの「日本語と教科の統合学習」における教室会

話の分析 

 ●子どもクラス授業実践記録－内容重視のアプローチによる「日本語と

教科の統合学習」の例－ 

３．所沢センターの「1999 年の歩み・入退所者統計」 

４．投稿 

 ●秋田県能代日本語学習会の実践記録－中国帰国者および外国籍住民

の少数在住地域における支援について－ 

   この秋田「能代日本語学習会」の実践記録は、地域で帰国者等定住

型外国人の支援を立ち上げよう、あるいはいっそうの支援充実を目指

そうとする支援者にとって大変貴重な資料となるものです。 
 

 

中国帰国者（定住型外国人を含め）を対象とする教育や支援に関わるものなら、論文、報告、研究ノー

ト等、何でも結構です。締め切りは 2001年２月末日。お問い合わせは佐藤まで。採否は、審査の上決定。 

    

    

    

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．所沢センター開発教材 

「こんなとき会話シリーズ－交際編－」「こんなとき会話シリーズ－交際編－」「こんなとき会話シリーズ－交際編－」「こんなとき会話シリーズ－交際編－」モモモモニター（若干名）募集！！ニター（若干名）募集！！ニター（若干名）募集！！ニター（若干名）募集！！ 
 交際編は、近所や職場で積極的に人々と関わっていきたいと願う学習者のために、さまざまなコミュ

ニケーション場面を取り上げ、日本語でどのようなやりとりができるかを紹介しています。主に初級の

学習者向けです。付属のテープだけでも学習が可能ですから、忙しい方にもお勧めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．「Ⅲ．「Ⅲ．「Ⅲ．「中国引揚者子女特別枠のある中国引揚者子女特別枠のある中国引揚者子女特別枠のある中国引揚者子女特別枠のある    

                    大学入試情報」大学入試情報」大学入試情報」大学入試情報」コーナーへコーナーへコーナーへコーナーへ    どうぞどうぞどうぞどうぞ    

 所沢センターでは、昨秋、ホームページ上

に「中国引揚者子女特別枠のある大学入試情

報」コーナーを開きました。これは、「中国

引揚者子女」でインターネット検索をして見

つかった大学のホームページを一覧表にし、

リンクを張ったものです。現在、2000 年度の

入試情報にほぼ更新が終わりました。どう

ぞ、お役立てください。 

モニターの資格・条件モニターの資格・条件モニターの資格・条件モニターの資格・条件    
 ①学習開始時と終了時に、簡単なアンケートに 
  回答できる方 
 ②教材とアンケートの送料(宅配便着払い)を自

己負担できる方 
応募方法応募方法応募方法応募方法    
 ①支援者（自立指導員・身元引受人、日本語講

師、ボランティア）を通じて申し込みます。 
 

 ②支援者の方は、まず係までお電話を下さい。
内定後、下記事項を明記の上、手紙、ファッ
クスまたはＥメールで申し込みいただきます。 

 

 支援者の氏名、住所、〒番号、電話番号、学習
者との関係（例：自立指導員） 

 学習者の氏名、住所、〒番号、電話番号 
 『こんなとき会話交際編』モニター希望 
 

 ③申込みを受理次第、教材は支援者宛に送付し
ます。 

  なお、申込みが定員になり次第締め切ります。 

    

問い合わせ・申込み先問い合わせ・申込み先問い合わせ・申込み先問い合わせ・申込み先    
〒359-0042 埼玉県所沢市並木町 6-4-2 
   中国帰国者定着促進センター教務課 
     教材モニター係 平城（ﾋﾗｷ） 
 TEL：042-993-1660 FAX：042-991-1689 
 E ﾒｰﾙ：hir@kikokusha-center.or.jp 

    

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
協
力
協
力
協
力
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い 

『
同
声

・
同
気
』
は
、
現
在
、
帰
国
者
等
の
支
援
に
関
わ
る
機
関

・
団

体

・
個
人
に
合
わ
せ
て
約
二
三
〇
〇
部 

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
読
者
の
皆
様
の
う
ち
、
〈個
人
〉
及
び

〈小
中
学
校

・
高
校
の
帰

国
児
童
生
徒
指
導
担
当
者
〉
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
送
り
し
、
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
紙
面
の
充
実
を
は
か
り
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
集
計
結
果
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
ま
た
紙
上
で
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

とんとん・インフォメーション 

第９号第９号第９号第９号    投稿募集投稿募集投稿募集投稿募集！ 

９月８日、厚生省は中国帰国者の生活実態調査報告を発表した。９月８日、厚生省は中国帰国者の生活実態調査報告を発表した。９月８日、厚生省は中国帰国者の生活実態調査報告を発表した。９月８日、厚生省は中国帰国者の生活実態調査報告を発表した。    

この報告書はまもなく所沢センターホームページに掲載の予定。この報告書はまもなく所沢センターホームページに掲載の予定。この報告書はまもなく所沢センターホームページに掲載の予定。この報告書はまもなく所沢センターホームページに掲載の予定。 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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★★★★    帰国者・外国人のこどものための土曜スクール帰国者・外国人のこどものための土曜スクール帰国者・外国人のこどものための土曜スクール帰国者・外国人のこどものための土曜スクール            主催：足立日本語教育を考える会 
 

 足立区の社会教育団体「足立日本語教育を考える会」が開いている土曜スクールでは、毎週土曜の午

後に中国帰国児童生徒及び外国人児童生徒を対象に、夜間中学校の先生や大学院生・大学生がボランテ

ィアで日本語と教科の学習支援を行ってきました。しかし、現在様々な問題を抱え、運営の方向につい

て再検討が必要な状況にあるということです。先日、この土曜スクールを訪ね、実状について伺ってきました。 

土曜スクールは中国帰国児童生徒への日本語学習支援を目的として1998年の10月に開講されました。

その成果の一つとして、今年４月には、通っていた生徒５名が高校に進学することができたそうで、支

援者の方々は大変喜んでいらっしゃいました。ところが、最近、参加する児童生徒の背景が変わり（帰

国児童生徒から国際結婚や仕事で日本に一時滞在する家庭の児童生徒へ）、それに並行して様々な問題が

生じてきたということです。以下は代表の方から伺った問題点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボランティアで支援活動を行っている皆さんに実態を知っていただくことで、何かの役に立てればと、

代表の妹尾さんは、現在の問題について率直に話してくださいました。ただ、上のような状況のため、

土曜スクールでは、児童生徒が本当に意欲を持って勉強しようという姿勢を見せ、支援する側の体制が

整うまで、しばらく休止しようと考えているということでした。（所沢センター 斎藤） 

 

事事事事    例例例例    紹紹紹紹    介介介介    

★「日本語を母語としない人たちのための高校「日本語を母語としない人たちのための高校「日本語を母語としない人たちのための高校「日本語を母語としない人たちのための高校    

        進学ガイダンス‘進学ガイダンス‘進学ガイダンス‘進学ガイダンス‘2000200020002000（神奈川）」（神奈川）」（神奈川）」（神奈川）」 
 ひとりひとりのどんな質問にも答えます。入場無料 

①日程：9月 23 日（土）13：00～16：00 

 会場：県民センター 402 号室（横浜駅西口 5分） 

   ／10 カ国語対応 

②日程：10 月 1 日（日）13：00～16：00 

 会場：いちょう団地集会場（横浜市泉区） 

   ／７カ国語対応 

③日程 10月 15 日（日）13：00～16：00 

 会場：横内団地集会場（平塚市） 

   ／７カ国語対応 

問い合わせ先 TEL 045-942-5202 高橋 

   多文化共生教育ネットワークかながわ 

   （高校進学ガイダンス実行委員会） 

   http://www.246.ne.jp/~seijyu/index.htm 

 一番の問題は、スクールの開講当初の趣旨が

「日本語が不自由なために学校での勉強に困っ

ている子どもたちを支援する」ことだったのに、

参加する児童生徒の変化により、まるで学習塾

のような場所になってしまい、本当に日本語指

導を必要としている帰国児童生徒達が敬遠して

離れていってしまったということである。 

 連絡もなしに休んだり遅刻したりするために

参加する児童生徒数が安定しない。その上、勉

強する内容についてそれぞれが異なる要求をす

るため、計画的に指導内容を決めたり準備した

りできない。支援するボランティアもなかなか

定着せず、一定の人数を確保するのが難しい。

上のような児童・生徒の態度に対して、支援しよ

うという気持ちが徐々に薄れてやめていく人も

いる。また、中には、中国語圏の児童生徒だと

いうだけで加わらないボランティアもいた。 

 高校受験や学校での勉強に関しては、学校側

の対応が不十分だったり、入試の特別枠が帰国

児童生徒に限られていたり等、児童生徒を取り

巻く環境や制度の問題が大きいと思われる。そ

んな環境にある児童生徒の力になりたいとス

クールでは支援を続けてきた訳であるが、それ

でも解決できないことが多く、負担感と無力感

で組織疲労が生じている。こうした問題は土曜

スクールのケアだけではとてもカバーできる

問題ではない。行政や学校の側で制度改革をも

含めた積極的な取り組みをしてほしいと強く

願っている。 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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Ａ
く
ん
は
中
国
で
は
中
学
を
卒
業
後
、
農
業
や
道
路
補

修
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。｢

中
学
校
を
卒
業
す

る
と
き
、
高
校
に
行
こ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
？｣

…

｢

僕
の
住
ん
で
い
た
の
は
辺
鄙
な
と
こ
ろ
で
、
高
校
に
行

く
子
も
中
学
校
中
で
十
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
ん
で
す

よ
。
中
学
校
の
と
き
の
成
績
は

〈良
く
も
な
く
悪
く
も
な

く
〉
で
、
数
学
は
ま
あ
得
意
だ
っ
た
け
ど
…｣

。 

 

来
日
当
初
は
、
新
し
い
環
境
の
中
で｢

や

っ
て
や
ろ

う
！｣

と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
社
会
状
況
も
異
な

り
、
情
報
も
な
い
中
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
所
沢
セ
ン
タ

ー
で
は
い
く
つ
か
進
路
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
が
、
中
卒
の
Ａ
く
ん
に
合
う
も
の
は
あ
ま
り
な
く
、
唯

一
興
味
を
持
っ
た
の
が
車
に
関
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
職
訓
校
の
自
動
車
修
理
コ
ー
ス
を
受
験
す
る
こ
と
に

決
め
た
。 

 

所
沢
セ
ン
タ
ー
修
了
後
、
Ａ
く
ん
は
定
着
地
の
自
立
研

修
セ
ン
タ
ー
で
八
ケ
月
日
本
語
を
勉
強
し
た
。
自
立
研
修

セ
ン
タ
ー
で
進
路
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
職

訓
校
見
学
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
職
訓
校
で
は
自
動

車
修
理
の
仕
事
は
今
後
機
械
に
取

っ
て
替
わ
ら
れ
る
可

能
性
が
高
い
か
ら
と
、
数
値
制
御
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。

Ａ
く
ん
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
数
値
制
御
を
行
う
こ
の

コ
ー
ス
に
興
味
を
覚
え
、
翌
年
入
学
し
た
。 

 

数
値
制
御
の
学
習
は
面
白
か
っ
た
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ

ん
自
分
に
も
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
自
立
研
修
セ
ン
タ
ー
在
籍
時
か
ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
高
校

へ
行
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

Ａ
く
ん
が
職
訓
校
で
高
校
進
学
の
希
望
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
県
内
の
定
時
制
高
校
入
試
の
状
況
な
ど
資
料
を
集
め

て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
ど
う
せ
な
ら
習
っ
た
技
術
が
活
か

せ
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
工
業
高
校
を
勧
め
ら
れ
た
。 

 

一
年
後
、
Ａ
く
ん
は
職
訓
校
の
紹
介
で
機
械
の
製
作
所

に
就
職
す
る
と
同
時
に
工
業
高
校
の
定
時
制
に
入
学
し

た
。
生
徒
た
ち
の
年
齢
は
二
十
歳
前
後
ま
で
で
彼
は
最
年

長
だ
っ
た
。
一
年
の
時
に
大
学
推
薦
入
試
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
あ
っ
た
。
成
績
次
第
で
そ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
？

と
、
も
し
大
学
に
行
け
る
も
の
な
ら
、
ど
う
せ
や
る
な
ら

最
後
ま
で
、
と
い
う
希
望
を
持

っ
た
。
推
薦
が
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
三
年
ま
で
の
成
績
で
決
ま
る
。
成
績
は
、

同
じ
市
内
に
住
む
中
国
人
の
元
留
学
生
の
人
に
微
積
分

な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
て
理
数
系
は
何
と
か
な

っ
た
し
、

国
語
は
自
宅
で
の
復
習
に
継
ぐ
復
習
で
つ
い
て
い
け
た

が
、
地
理
歴
史
関
係
は
お
手
上
げ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
三

年
の
と
き
、
推
薦
の
可
能
性
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
国

語
の
教
師
が
願
書
の
日
本
語
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
。 

 

こ
の
定
時
制
高
校
か
ら
推
薦
で
大
学
や
専
門
学
校
に

進
む
生
徒
は
毎
年
何
人
か
い
る
と
い
う
程
度
。
課
題
の
小

論
文
は
参
考
書
を
買
っ
て
独
学
し
、
第

一
志
望
の
私
立
大

学
工
学
部
機
械
科
に
合
格
し
た
。
二
部
と
は
い
え
私
学
の

学
費
は
安
く
は
な
い
が
、
働
い
て
貯
め
た
お
金
と
月
々
の

稼
ぎ
で
賄

っ
て
お
り
、｢

自
分
で
稼
い
で
い
る
ん
だ
し｣

と

奨
学
金
は
貰
お
う
と
思
わ
な
か
っ
た
。
働
き
な
が
ら
の
通

学
は
楽
で
は
な
い
が
、
大
学
で
の
友
だ
ち
も
で
き
、
下
宿

に
遊
び
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
理
数
系
の
数
学
は
け

っ
こ
う
難
し
く
、
参
考
書
を
漁

っ
て
は
勉
強
し
て
定
期
試

験
は
何
と
か
ク
リ
ア
。
ハ
ン
デ
の
あ
る
英
語
が
大
変
だ
が
、

ド
イ
ツ
語
は
出
発
ラ
イ
ン
が
同
じ
だ
か
ら

つ
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
て
い
る
。 

 

Ａ
く
ん
は
言
う
、｢

僕
に
も
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、

何
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
見
つ
け

ら
れ
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
決

め
て
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
み
る
勇
気
も
な
い
時

代
が
あ
っ
た
。
で
も
、
実
は
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
が
身

近
な
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
て
、
小
さ
い
こ
と
か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
い
っ
て
み
れ
ば
、
や
る
こ
と
が
き
っ
と
見
つ
か
る
、

た
と
え
成
功
し
な
く
て
も
空
し
い
日
々
か
ら
脱
す
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
他
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
る
と
わ
か
っ
た
。
と
に
か
く
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
。

そ
れ
に
、
僕
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
助
け
ら
れ
て
、
そ
の
お

陰
で
こ
こ
ま
で
や

っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
。 

 

Ａ
く
ん
は
自
身
の
言
う
通
り
、
実
に
多
く
の
人
の
支
援

を
得
て
夢
を
実
現
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
点
で
は
彼
は
恵
ま

れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の
努
力
が
引

き
出
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
所
沢
時
代
の
担
任
教
師
は
彼

の
こ
と
を
物
静
か
で
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が
、
作
文
等
で

は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
方
を
披
露
す
る
し
、
じ
っ
く

り
と
考
え
て
答
を
出
す
タ
イ
プ
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

Ａ
く
ん
は
自
分
の
中
で
希
望
を
ゆ
っ
く
り
温
め
、
実
行
に

移
す
可
能
性
を
模
索
し
続
け
て
い
た
の
だ
。
そ
ん
な
Ａ
く

ん
を
見
て
周
り
の
日
本
人
も
彼
な
ら
、
と
手
を
貸
し
た
の

だ
ろ
う
。 

 

※
Ａ
く
ん
本
人
が
同
じ
帰
国
者
の
青
年
の
役
に
立
ち
た

い
と
の
こ
と
で
中
国
語
で
来
日
後
の
経
緯
を
綴

っ
た
文

章
を
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ

な
い
方
で
ご
希
望
の
方
に
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
八
〇

円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
お
送
り
い
た
だ
け
れ

ば
折
り
返
し
コ
ピ
ー
を
お
送
り
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
教
務
課
二
チ
ー
ム

：
安
場
ま
で

「夢夢夢夢
とととと
努
力
努
力
努
力
努
力
とととと
… 

…
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
と
に
か
く
行
動
す
る
こ
と
」 

 
昨
年
春
、
一
人
の
修
了
生
の
青
年
か
ら
推
薦
で
大
学
二
部(

夜
間
部)

に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
手
紙
を
も
ら
い
ま

し
た
。
確
か
こ
の
Ａ
く
ん
は
働
き
な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
っ
て
い
た
は
ず
、
定
時
制
高
校
か
ら
大
学

へ
と
い
う
進
路
は

日
本
の
高
校
生
の
進
路
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど

一
般
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
ま
し
た(

最
近
は
不
登
校
か
ら
定
時
制
に
入

り
直
し
て
大
学
を
目
指
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
が)

。
し
か
も
、
十
九
歳
で
来
日
し
た
Ａ
く
ん
は
そ
の
と
き
す
で
に
二
十

五
歳
、
中
国
に
い
た
な
ら
、
も
う
結
婚
し
て
子
ど
も
も
い
る
歳
で
す
。
精
神
的
に
決
し
て
楽
で
は
な
い
日
本
で
の
生
活
の

中
、
大
学
進
学
と
い
う
意
志
を
貫
い
た
彼
の
こ
の
七
年
間
に
迫
っ
て
み
た
く
て
取
材
に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。 
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